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大平小学校

　　　　　　　　　　　　　雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は
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税
金
は

　
　
ど
う
使
わ
れ
た

　
　
だ
ろ
う
…

覆鞭鷹、騨翻凝懇翻臨灘
鵬脇闘’繍響麟灘懲蟹懇騨

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
、

三
特
別
会
計
（
国
保
、
簡
易
水
道
、

下
水
道
）
、
一
企
業
会
計
（
水
道
）
の

各
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税

簿麗鱗
掌轟葵

磁

．
靴
o
鴛

　
　
．
灘
な
さ
ん
に
図
表
で

愚
あ
髪
－
を
粥
知

　
　
酔
ら
せ
し
ま
す
　
み

　
　
な
さ
ん
の
家
計
に

岡　
　
密
接
な
つ
な
が
り

　
　
を
も
つ
四
万
二
千

福
糀
市
民
の
家
計
簿
で

　
　
す
。
市
の
財
政
が

　
　
ど
の
よ
う
に
な
っ

　
　
て
い
る
か
考
え
て

　
　
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
『

C

一般会計歳入歳出決算（目的別）の内訳
　　歳入総額48億26万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出総額46億5．ア16万円

総務費

7億7，088万円

民生費

8億6、405万円

3億507万円

　　　　6億9．247

　　　　1億6．419

9億9755万円

8億6295万円

◎
歳
入
決
算
の
あ
ら
ま
し

市税

地方
交付税

衛生費

土木費国庫
支出金

費防消

15億1、OI6万円

億2323万円

　　⊆⊇諸収入
1億旧5万円

市債
教育費

その他

その他

11億8999万円

6億64冊万円

6億1093万円

　
歳
入
は
、
四
十
八
億
二
十
六
万
円

と
な
り
、
昨
年
よ
り
十
一
億
七
千
九

十
四
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
市
税
収
入
が
十

一
億
八
千
九
百
九
十
九
万
円
で
全
収

入
の
二
十
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
し

め
前
年
に
比
較
し
て
七
百
四
十
万
円

増
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
依
存
財
源
の
割
合
が
前
年

五
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
今
年
六
十

七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
よ
う
に

他
に
依
存
す
る
割
合
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
主
な
歳
入
…
…
総
額
四
十
八
億
二

　
十
六
万
円
（
単
位
万
円
）

①
市
税
　
　
　
　
一
一
億
八
、
九
九
九

ω
地
方
譲
与
税
　
　
　
八
、
三
八
三

㈹
娯
楽
施
設
利
用
税
交
付
金
二
五
五

㈲
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
〇
五
八

⑤
地
方
交
付
税
十
五
億
一
、
〇
一
六

㈲
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
六

の
分
担
金
及
負
担
金
　
　
五
、
六
八
九

⑧
使
用
料
及
手
数
料
　
　
六
、
三
六
一

切
国
庫
支
出
金
　
　
七
億
二
、
三
二
三

⑥
県
支
出
金

oD

財
産
収
入

吻
寄
附
金

㈹
繰
入
金

一
億
六
、
四
三
〇

　
四
、
八
三
二

　
　
　
四
二
七

　
　
　
　
三
一

2

c

⑳
繰
越
金

o⑤

諸
収
入

㈲
市
債

一
億
○
、
一
山
ハ
〇

一
億
○
、
一
八
六

六
億
六
、
四
一
〇

◎
歳
出
決
算
の
あ
ら
ま
し

　
　
歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
教
育

費
を
ト
ッ
プ
に
民
生
費
、
総
務
費
と

　
続
き
全
予
算
の
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

　
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
　
各
目
的
別
の
内
容
は
別
記
の
と
お

　
り
で
す
。

　
　
性
質
別
で
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、

義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
公
債
な
ど

　
は
四
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
構

　
成
比
も
昨
年
よ
り
六
パ
ー
セ
ン
ト
下

欝欝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幣
　
、

」
察
、
、
襲
懸
滋
．
鎌
！

廻
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
投
資
的
経
費
が
大

幅
に
増
え
、
学
校
、
プ
ー
ル
、
道
路

な
ど
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
主
な
歳
出
…
…
総
額
四
十
六
億
五

千
七
百
十
六
万
円
（
単
位
万
円
）

①
議
会
費
　
　
　
　
一
億
○
、
八
五
一

③
総
務
費
　
　
　
七
億
、
七
〇
八
八

　
総
務
管
理
費
　
六
億
一
、
七
六
〇

　
徴
税
費
　
　
　
　
　
八
、
八
五
五

　
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
八
九

　
選
挙
費
　
　
　
　
　
二
、
一
二
六

　
統
計
調
査
費
　
　
　
　
　
七
六
二

　
監
査
委
員
会
　
　
　
　
　
九
九
六

⑥
民
生
費
　
　
　
八
億
六
、
四
〇
五

辮
…

．

驚
噛

腫
璽
、

「
踊
鯉
’

　
、
窪
順
　
幽

翼
薄
5

螺響鷲驚嫌㌦』ρr

　
社
会
福
祉
費

　
児
童
福
祉
費

　
生
活
保
護
費

㈲
衛
生
費

　
保
健
衛
生
費

　
清
掃
費

㈲
労
働
費

　
失
業
対
策
費

　
労
働
福
祉
費

㈲
農
林
水
産
費

　
農
林
費

　
林
業
費

ω
商
工
費

⑧
土
木
費

　
土
木
管
理
費

　
道
路
橋
梁
費

　
河
川
費

三
億
五
、
五
〇
四

二
億
四
、
四
二
三

二
億
六
、
四
七
八

三
億
○
、
五
〇
八

　
　
九
、
八
六
二

二
憶
○
、
六
四
六

　
　
三
、
九
五
一

　
　
一
、
四
三
三

　
　
二
、
五
一
八

二
億
九
、
二
五
四

二
億
三
、
二
五

　
　
六
、
＝
二
九

二
億
三
、
七
二
五

六
億
九
、
二
四
六

　
　
二
、
九
七
九

四
億
○
、
四
八
○

　
　
　
、
○
〇
二

一
億
〇
五
八
八

一
億
四
一
九
七

一
億
六
四
一
九

九
億
九
七
五
五

　
　
七
一
四
七

一
一
億
五
六
〇
二

四
億
五
七
八
〇

　
　
四
八
六
〇

一
億
六
〇
七
九

　
　
　
二
八
七

入の内訳
　特別土地保有税

E二課鴇税43万円

市民税
4億8，773万円

　　　　市税収

　　　軽自動車税
入湯税，．61隅万箏

『
叢
恵

合　　　　計
11億8，999万円

鎗

固定資産税

4億2，280万円

購
－
D
灘
藪
咽

熱繋癖

性質別歳出決算の内訳（単位＝万円）

う愉万円

「

そ
の
他

縣耳万円

　
　
　
纈
貸
付
金

億m公債費

囎
纏
鍛

漁万円

億82冊万円

万円／一71

補
助
費

物
件
費

123

人
件
費

3



明る㌧い選挙で．、，
ロトペ

つこ築

4月8日
4月22日

県議会議員選挙投票日
市議会議員選挙投票日

　
県
議
会
議
員
選
挙
、
市
議
会
議
員

選
挙
は
、
地
方
自
治
を
実
際
に
運
営

し
て
い
く
上
で
の
一
番
身
近
か
な
選

挙
で
あ
り
ま
す
。
投
票
日
に
は
必
ず

投
票
し
て
、
あ
す
の
郷
土
づ
く
り
の

た
め
に
、
み
な
さ
ん
で
正
し
い
一
票

投
じ
ま
し
よ
う
。

　
四
月
二
十
九
日
で
任
期
満
了
と
な

る
宮
城
県
議
会
議
員
選
挙
、
白
石
市

議
会
議
員
選
挙
を
「
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
及
ぴ
、
長
の
選
挙
期

日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
、
宮
城
県

議
会
議
貝
の
選
挙
は
四
月
八
日
（
告

示
三
月
二
十
七
日
）
白
石
市
議
会
議

貝
の
選
挙
は
四
月
二
十
二
日
（
告
示

四
月
十
二
日
）
に
執
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
立
候
補
届
出
期
間
は
、
県
議
会
議

員
選
挙
は
三
月
二
十
七
日
、
二
十
八

日
、
市
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
十
二

日
、
十
三
日
の
そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
で

す
。　

私
た
ち
も
、
主
権
者
と
し
て
の
自

覚
と
誇
り
を
も
っ
て
、
明
る
く
、
そ

し
て
き
れ
い
な
選
挙
で
、
代
表
者
を

選
び
、
県
政
、
市
政
の
場
に
市
民
の

真
の
声
を
反
映
さ
せ
、
市
民
の
た
め

の
政
治
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

選
挙
に
の
ぞ
む
う
え
の
心
が
け
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
で
き
る
人
、
で
き
な
い
人

　
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
選
挙
人
名
簿
は
永
久
選
挙
人
名
簿

と
い
っ
て
、
一
度
登
録
さ
れ
る
と
、

転
出
し
た
り
、
死
亡
し
た
り
し
な
い

限
り
い
つ
ま
で
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。　

新
た
に
選
挙
権
を
得
た
人
に
つ
い

て
は
、
毎
年
九
月
一
日
現
在
で
定
時

登
録
を
行
い
、
ま
た
選
挙
の
あ
る
と

き
に
は
選
挙
時
登
録
、
更
に
脱
落
者

に
つ
い
て
は
補
正
登
録
を
行
う
な
ど
、

投
票
す
る
資
格
の
あ
る
人
を
漏
れ
な

く
登
録
す
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
市
役
所
（
出

張
所
）
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
人
は
選
挙
人
名
簿
に
も

登
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
投
票
も

出
来
ま
せ
ん
。
従
っ
て
住
所
等
に
異

動
が
あ
っ
た
方
は
そ
の
手
続
を
し
な

い
と
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下

さ
い
。今

回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人

　
　
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
投

　
票
で
き
る
人

ω
　
昭
和
三
十
四
年
四
月
九
日
ま
で

　
に
生
れ
た
人

　
ま
で
に
転
入
届
を
し
て
引
続
き
白

　
石
市
に
住
ん
で
い
る
人

　
る
人
で
、
県
内
の
他
の
市
町
村
に

　
住
所
を
移
し
た
人
は
白
石
で
投
票

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
昭
和
五

　
十
三
年
十
二
月
八
日
以
後
の
県
内

　
転
出
者
に
限
る
。
）
こ
の
場
合
、
現

　
住
所
地
の
市
町
村
長
の
「
引
続
き

　
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を

　
提
示
し
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ

　
ん
か
ら
忘
れ
ず
に
証
明
書
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
　
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
二
日

2（ー
　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

3（二
　
市
議
会
議
貝
選
挙
に
お
い
て
投

　
票
で
き
る
人

1
　
昭
和
一
二
十
四
月
四
月
二
十
三
日

　
ま
で
に
生
れ
た
人
。

2
　
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
日
ま
で

　
に
転
入
届
を
し
て
引
続
き
白
石
市

　
に
住
ん
で
い
る
人

3
　
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は

　
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
市
外
転
出

　
し
た
人
は
投
票
で
き
な
く
な
り
ま

　
す
。

代
理
人
投
票

　
選
挙
人
が
投
票
に
際
し
、
指
先
や

腕
の
疾
病
、
中
風
、
失
明
な
ど
身
体

の
故
障
、
ま
た
は
文
盲
の
た
め
候
補

者
の
氏
名
を
自
書
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
代
理
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
代
理
投
票
と
は
、
そ
の
選
挙
人
に

代
っ
て
代
理
者
か
投
票
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙
人
が
直
接
投
票

所
に
行
っ
て
代
理
投
票
を
申
し
出
る

と
、
代
理
投
票
補
助
者
が
代
っ
て
書

い
て
く
れ
ま
す
。

　
無
理
に
書
こ
う
と
し
て
、
投
票
の

判
定
で
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
こ
の
制
度
を
ご
利
用
下

さ
い
。

不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、

投
票
日
に
選
挙
人
が
自
か
ら
投
票
所

に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
理
由
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

そ
の
理
由
は
次
に
掲
げ
る
い
づ
れ
か

一
つ
に
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一
　
投
票
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　
さ
れ
て
い
る
投
票
区
の
区
域
で
職

　
務
又
は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
場

　
合
。

二
　
や
む
を
え
な
い
用
務
ま
た
は
事

　
項
の
た
め
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　
さ
れ
て
い
る
白
石
市
の
区
域
外
に

　
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
場

　
合
。

三
　
病
気
、
お
産
、
負
傷
の
た
め
歩

　
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
（
不

4

在
者
投
票
を
で
き
る
病
院
と
し
て

　
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
入
院

　
中
の
も
の
等
）

四
　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
白

　
石
市
か
ら
他
の
市
町
村
（
県
議
会

　
議
員
の
白
石
選
挙
区
外
）
へ
移
転

し
居
住
中
の
者
。

市
議
会
議
貝
選
挙
に
お
い
て
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　
　
　
　
　
　
（
在
宅
投
票
）

　
身
体
に
次
の
よ
う
な
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

一
　
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
等

　
の
程
度
が
一
級
も
し
く
は
二
級
、

　
心
臓
等
の
障
害
に
あ
て
て
は
一
級

　
も
し
く
は
ご
級
で
あ
る
者
と
し
て

　
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

二
　
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
等
の

　
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

　
二
項
症
、
心
臓
等
の
障
害
に
あ
っ

　
て
は
、
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症

　
ま
で
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ

　
た
人
。

　
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
貝
会
に
相

　
談
し
て
下
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

今
回
の
選
挙
か
ら
、
入
場
券
の
様

式
、
配
付
方
法
が
変
り
ま
す
。

　
一
枚
の
は
が
き
に
二
名
連
記
（
も

し
く
は
一
名
）
し
て
あ
り
各
自
切
り

は
な
し
て
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
郵
送
に
よ
り
各
世
帯
主
宛
に
配
付

い
た
し
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
は
棄
権
防
止
、
投

票
所
で
の
整
理
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
投
票
で
き
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ

の
投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。　

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

は
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
出
張
所
、

分
室
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

選
　
挙
　
運
　
動

　
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
選
挙

期
日
が
告
示
さ
れ
た
日
、
選
挙
長
が

立
候
補
届
を
受
理
し
た
と
き
か
ら
投

票
日
の
前
日
の
午
後
十
二
時
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
街
頭
演
説
や
選
挙
運

動
用
自
動
車
上
で
の
連
呼
行
為
に
は

時
間
の
制
限
が
あ
り
、
午
後
八
時
以

後
は
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

禁
止
さ
れ
る
選
挙
運
動

事
前
運
動

公
職
選
挙
法
に
お
い
て
、

　
運
動
は
、
立
候
補
の
届
出
が
あ
っ

　
た
日
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ

　
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
行
う
事
は
事

　
前
運
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

　
す
。

二
　
選
挙
事
務
関
係
者
の
選
挙
運
動

三
　
特
定
公
務
員
の
選
挙
運
動

四
　
法
令
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
公
務

　
員
の
選
挙
運
動

ω
　
一
般
職
の
国
家
公
務
員

図
　
一
般
職
の
地
方
公
務
員

㈹
　
地
方
教
育
公
務
員

五
　
公
務
員
等
の
地
位
利
用
の
選
挙

　
運
動
。

六
　
教
育
者
の
地
位
利
用
の
選
挙
運

　
動
。

七
　
末
成
年
者
の
選
挙
運
動

　
（
単
な
る
労
務
に
使
用
す
る
こ
と

　
は
よ
い
）

六五四三二一
全
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
運
動

戸
別
訪
問

署
名
運
動

飲
食
物
の
提
供

気
勢
を
張
る
行
為

選
挙
後
の
挨
拶
行
為

候
補
者
の
選
挙
区
内
の
者
に
す

　
る
寄
附

七
　
投
票
当
日
の
選
挙
運
動

選
挙
　
　
誰
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

　
　
選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受

　
け
た
葉
書
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ

　
て
知
人
等
に
推
薦
状
を
出
す
こ
と

　
は
で
き
ま
す
。

二
　
選
挙
運
動
用
と
し
表
示
を
受
け

　
た
葉
書
に
推
薦
人
と
し
て
名
前
を

　
出
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

三
　
個
人
演
説
会
で
応
援
演
説
を
す

　
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

四
　
街
頭
演
説
で
応
援
演
説
を
す
る

　
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
規
定
の
腕

　
章
を
つ
け
て
下
さ
い
。

五
　
汽
車
や
バ
ス
の
中
、
デ
パ
ー
ト

　
あ
る
い
は
道
路
上
で
、
知
人
等
に

　
出
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
機
会
を

　
利
用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と

　
は
で
き
ま
す
。

六
　
電
話
に
よ
り
投
票
を
依
頼
す
る

　
こ
と
も
で
き
ま
す
。

七
　
検
印
を
受
け
、
ま
た
は
証
紙
を

　
は
っ
た
候
補
者
の
選
挙
用
ポ
ス
タ

　
ー
を
自
宅
に
掲
示
す
る
こ
と
は
自

　
由
に
で
き
ま
す
。

市
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者

及
び
関
係
者
に
対
す
る
説
明
会

　
四
月
二
十
二
日
執
行
の
白
石
市
議

会
議
員
選
挙
は
、
四
月
十
二
日
に
告

示
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選
挙
に
立
候

補
さ
れ
る
方
、
あ
る
い
は
選
挙
運
動

の
責
任
者
と
な
ら
れ
る
方
々
の
た
め

に
、
立
候
補
届
手
続
、
選
挙
運
動
の

方
法
当
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
い

ヒ
障

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
立
候
補
届
出
用
紙
を

配
布
し
、
立
候
補
届
受
付
方
法
等
に

つ
い
て
の
協
議
を
い
た
し
た
い
の
で

関
係
者
は
必
ず
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

も
　
　
　
勺
・

’
想
㌧
・
ち

　
　
　
’

O
。
。

恥t蜘
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国
保

被
保
険
者
証
更
新

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
の
現
在
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

被
保
健
者
証
の
有
効
期
限
は
本
年
三

月
三
十
｝
日
ま
で
で
す
。

お
忘
れ
な
く

　
三
月
十
九
日
か
ら
三
月
二
十
七
日

ま
で
の
間
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保

険
者
証
を
更
新
い
た
し
ま
す
か
ら
、

日
程
を
ご
ら
ん
の
上
指
定
の
場
所
で

更
新
し
て
下
さ
い
。

　
修
学
、
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ

り
別
個
の
被
保
健
者
証
（
㊥
又
は
⑧

の
表
示
を
し
て
あ
る
も
の
）
の
交
付

を
受
げ
て
い
る
世
帯
の
方
は
前
も
っ

て
、
こ
れ
ら
㊧
㊥
の
被
保
健
者
証
を

お
手
許
に
回
収
し
て
お
き
当
日
更
新

さ
れ
る
よ
う
準
備
し
て
下
さ
い
。

四
目
か
ら

国
保
加
入

●

脱
退
は
市
民

課
窓
ロ
で

6

国民健康保険被保険者証更新日程表

　　行政　区　名

越河全　区

斎川　全　区

大平全　区

大鷹沢全区

1，2，3，4，5区

6，7区

鎌先、弥治郎

上原、下原、山ノ下、沖、山根

八宮、芹沢、大網

西区上、西区下、南区

北区、東区

三住

蔵王

不忘

川原子、沼

塩倉、中北、東

新町、赤坂、猿鼻

上戸沢

下戸沢、冷清水

赤井畑大熊

小久保平

明戸、湯元

滝上、滝下、尾べら

小下倉

郡山

長町、亘理町短ヶ町
清水小路、本郷第三、第四

鷹巣

本郷第一、第二、上郡山

中町、新町、寿町

西益岡、中益岡、東益岡

南町、田町、本町、柳町

日程期間内に更新をしな

かった人

会　　場

越河公民館

斎川公民館

大平公民館
大鷹沢公民館

白川公民館
犬卒都婆集会所

消防団鎌先詰所

福岡公民館
八宮生活センター

南区集会所

北区集会所
三住開拓婦人ホーム

蔵王分校
不忘分校
川原子集会所

小原公民館

新町集会所
上戸沢集会所

下戸沢集会所

赤井畑集会所

小久保平集会所

明戸集会所

滝下会館
小下倉集会所

郡山集会所

中央公民館

寿山集会所
本郷第一集会所

市役所
第二会議室（二階）

時　　　問

9：00～12：00

13：00～16二〇〇

9：00～12：00

13：00－16：00

地区

越河

斎川

大平
大鷹沢

目期

3月

19日
（月）

9：30～12：00

13：00～14：30
白　川

9　：30～10　：30

12：00～15：30

9：00～10：30

11　：00～12：30

13130～15：00

福

岡

月3

20　日

㈹

10：00～11：00

11　：30～12：00

13：00～14：00

14：30～15：30

福
　
　
　
岡

9：30～12二〇〇

13：00～15；OO

10　＝00～11　＝　OO

12：30～14：00

14：30～15：30

小

原

月3

22　日

（湘

10：00～11：00

12：00～13：00

ノ1・原

14：00～16：00福岡

9：00～10：00

10：30－11　：30

13：00～15：30

9二〇〇～11：00

13＝00～15：00

白石

月3

23　日

囲

9：00～16：00白石3月26日（月〕

上全9：00～16：00
石
平
岡

白
大
福

3月27日（火）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

届
出
の
種
類

転
　
入

他
の

保
険
を

脱
退

世
帯全

貝部

世
帯全

員部

生
活
保
護
廃
止

出
　
　
生

届
出
に
必
要
な
も
の

プ
園

一
團
圖

一
圃

翻
圖
團

一’
圖
由
國

国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

転
　
　
出

他
の保

険
に
加
入

生
活
保
護
開
始

死
　
　
亡

一
圏

一
圏
［
團

一
圏

プ
圖

そ
の
他
変
更
が
あ
っ
た
と
き

住
所
．
舐
攣
プ
圏

異動のあった場合は14日以内に市民課へ届出ください

住民サービスの

灘、

　
　
窓
口
の
一
本
化

　
行
政
の
事
務
の
複
雑
化
、
多
様
化

に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
四
年

か
ら
水
道
業
務
を
始
め
、
昭
和
四
十

八
年
以
降
に
は
税
関
係
の
電
算
利
用

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
お
の
お
の

の
業
務
に
よ
る
個
別
的
利
用
で
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
方

々
に
い
ろ
い
ろ
と
不
自
由
を
か
け
て

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
改
善
し
、
幅
広
い
行
政

分
野
を
よ
り
効
率
的
に
運
営
を
図

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
度

よ
り
住
民
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
電
算
利
用
の
準
備
、
そ
し
て
『

部
業
務
の
稼
働
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
五
十
四
年
度
よ
り
一
部
業

務
を
除
き
全
面
稼
働
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
と
市
の
窓
口
は

一
つ
（
別
表
）
と
な
り
、
異
動
届
に

も
と
づ
い
て
全
業
務
に
反
影
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
わ
ず
ら
わ
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
手
続
を
一
掃
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

通
知
書
の
漢
字
化

軋
　
ま
た
、
今
ま
で
カ
タ
カ
ナ
で
住
所

、
、
氏
名
が
電
算
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

　
の
を
漢
字
で
打
ち
だ
す
と
と
に
な
り

鷹
ま
す
．

　
こ
れ
に
よ
り
、
三
月
十
八
日
か
ら

始
ま
る
国
民
健
康
保
険
者
一
証
の
更
新

四
月
八
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
宮
城
県

議
会
議
貝
選
挙
の
入
場
券
は
漢
字
で

打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
カ
タ
カ
ナ
の
読
み
に
く
さ
か
ら

解
放
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
漢
字
に
変
換
す
る
際
、
十

分
な
注
意
を
は
ら
い
作
業
を
し
ま
し

た
が
、
誤
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
二
月
に
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

後
日
誤
り
を
発
見
し
た
場
合
、
市
民

課
窓
口
又
は
出
張
所
（
分
室
）
へ
申

し
出
て
下
さ
い
。

消
込
の
電
算
化

　
現
在
、
税
、
使
用
料
の
収
納
を
手

作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五

十
四
年
度
か
ら
一
部
業
務
を
電
算
に

よ
る
収
納
管
理
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
納
付
済
通
知
書
を
電
算

で
読
み
取
り
、
消
込
を
す
る
シ
ス
テ

ム
で
、
適
用
業
務
は
、
国
民
年
金
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動

車
税
、
住
宅
使
用
料
の
通
知
書
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま

す
と
、
汚
れ
た
り
、
折
れ
た
り
し
た

納
付
済
通
知
書
は
電
算
で
読
み
取
り

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

住

民

◎窓□と住民トータルシステム

成人式案内就学通知

抄本選挙入場券

国民健康保険彼保険者証

年　　金　　関　　係

衛生関係通知及名簿

税　関　係　通　知　書

使用料関係通知書

異動連絡届

異動連絡表

住民
マスタ

マ
ッ
チ
ン
グ申告書

戸籍・住民登録

　　　出生、死亡．転入，転出

　　　転居、世帯主変更、婚姻

　　　転窟、住民票の写し、戸

　　　籍謄抄本、印鑑登録及ぴ
　　　｝1正目月、　各桝1証日月、　自動車

　　　運行ナンノく一

配　　給

国民健康保険

　　　資格碍喪、助産費，葬祭

　　　費

国民年金

選　　挙

市
　
民
　
課
　
窓
　
口

　個別

マスタ
その他

住

民

7
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司き

嘗
き
あ
啓
煎
⑪

　
　
　
【
昔
話
】
　
正
直
な
百
姓

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ

に
、
一
人
の
貧
乏
な
百
姓
が
、
え
だ

ん
だ
ど
。
貧
乏
だ
っ
た
げ
ん
と
も
（
け

れ
ど
も
）
と
て
も
信
心
深
く
て
、
正

直
な
働
き
者
だ
っ
た
ん
だ
ど
。
ハ
十

八
夜
様
（
旧
の
五
月
二
日
か
三
日
）

が
く
っ
と
、
え
ず
で
も
、
心
こ
め
で

ウ餅
ば
鵜
い
で
、
神
棚
さ
上
げ
で
は
、
そ

の
年
の
無
事
ば
拝
ん
だ
ん
だ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
ん

　
あ
る
が
す
ど
す
（
飢
瞳
の
年
）
の

ご
ど
。
八
十
八
夜
様
さ
上
げ
る
餅
米

さ
え
取
れ
ね
ー
ご
ど
が
、
あ
っ
た
ん

だ
ど
。
ほ
ん
で
（
そ
れ
で
）
、
朝
早

ぐ
が
ら
、
と
な
り
近
所
ば
借
り
歩
え

で
、
ど
う
に
が
、
餅
ば
掲
い
で
、
上

げ
る
ご
ど
が
、
で
ぎ
だ
ん
だ
ど
。
や

れ
や
れ
ど
思
っ
て
、
ほ
の
晩
げ
、
安

心
し
て
、
ぐ
っ
す
り
ど
寝
で
だ
っ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
げ

エ
（
寝
て
い
た
ら
）
、
長
い
髭
ば
お
が

し
た
（
生
や
し
た
）
神
さ
ん
が
、
夢

ま
ぐ
ら
さ
立
っ
て
、

「
こ
れ
、
こ
れ
、
百
姓
。
お
前
は
、

　
　
　
　
す
ん
ず
ん
ぶ
げ

大
へ
ん
、
信
心
深
え
が
ら
、
七
つ
の

蔵
の
う
ぢ
、
一
づ
ば
け
で
や
る
2

つ
を
く
れ
て
や
る
）
」

　
ど
、
ゆ
っ
て
、
滑
え
だ
ん
だ
ど
。

百
姓
は
、
は
っ
と
思
っ
て
、
目
を
覚

菅
　
野
　
新

し
て
見
だ
ん
ん
と
も
、
な
ん
に
も
、

な
が
っ
た
ん
だ
ど
。

　
次
の
日
の
ご
ど
。
百
姓
は
、
ぼ
っ

こ
り
（
突
然
）
、
殿
さ
ん
の
お
呼
び
出

し
ば
受
げ
だ
ん
だ
ど
。
な
ん
だ
べ
ー

な
ー
ど
、
思
い
な
が
ら
、
家
来
に
連

れ
ら
っ
で
、
こ
わ
ご
わ
、
殿
さ
ん
の

　
　
　
　
え

屋
敷
さ
行
っ
た
ん
だ
ど
。
庭
先
で
、

か
す
こ
ま
っ
て
る
百
姓
ば
見
で
、
殿

さ
ん
は
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、

「
こ
れ
、
こ
れ
、
百
姓
、
こ
ご
に
七

づ
の
蔵
が
あ
る
。
第
一
の
蔵
に
は
米
、

第
二
の
蔵
に
は
金
、
第
三
の
蔵
に
は

ワ
ラ
、
第
四
の
蔵
に
は
刀
、
あ
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
め

蔵
も
、
ど
れ
も
こ
れ
も
、
金
目
の
も

の
ば
り
だ
。
ど
え
づ
で
も
え
え
が
ら
、

一
づ
だ
げ
、
け
で
つ
か
わ
す
か
ら
、

選
ぶ
が
え
え
」

　
ど
、
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。
百
姓
は
、

し
ば
ら
ぐ
、
考
え
ご
ん
で
い
だ
が
、

「
は
ー
え
。
お
ら
ー
（
お
れ
は
）
、
百

姓
で
が
す
、
百
姓
に
は
、
ワ
ラ
が
、

え
ず
ば
ん
（
↓
番
）
で
が
す
。
ワ
ラ

ば
、
え
た
だ
ぎ
ま
す
」

　
こ
う
、
は
っ
き
り
と
、
ゆ
っ
た
ん

だ
ど
。
ほ
す
て
、
ワ
ラ
ば
も
ら
っ
て
、

大
事
そ
う
に
、
両
手
ミ
か
が
い
で
、

え
（
家
）
さ
胤
っ
て
徳
っ
た
ん
だ
ど
。

　
ほ
の
晩
げ
、
百
姓
が
、
疲
れ
で
、

ぐ
っ
す
り
ど
寝
で
だ
っ
け
エ
、
神
さ

ん
が
、
ま
だ
、
夢
ま
ぐ
ら
さ
立
っ
て
、

「
こ
れ
、
こ
れ
、
百
姓
。
む
ご
う
に

野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

見
え
る
山
の
か
げ
に
禿
げ
山
が
あ
る
。

　
　
　
　
え

ほ
の
山
さ
行
っ
て
、
殿
さ
ん
が
ら

も
ら
っ
た
ワ
ラ
ば
、
燃
や
し
て
見

る
が
え
え
」
ど
、
ゆ
っ
て
、
消
え
だ

ん
だ
ど
。

　
次
の
朝
早
ぐ
、
百
姓
は
、
両
手
さ

ワ
ラ
ば
、
か
が
い
で
、
汗
水
た
ら
し

な
が
ら
、
禿
げ
山
ま
で
行
っ
た
ん
だ

ど
。
ほ
す
て
、
よ
ぐ
拝
み
な
が
ら
、

ワ
ラ
ば
、
燃
や
し
て
み
だ
ん
だ
ど
。

　
ほ
れ
が
ら
、
ま
だ
、
一
年
た
っ
て
、

八
十
八
夜
様
が
、
や
っ
て
き
た
ん
だ

ど
。
百
姓
は
、
い
ず
も
の
よ
う
に
、

餅
ば
掲
い
で
上
げ
だ
ん
だ
ど
。
次
の

日
、
今
ご
ろ
は
、
な
じ
ょ
に
な
っ
て

ん
べ
ー
（
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
）
、
ど
思
っ
て
、
禿
げ
山
さ
行
っ
て

見
だ
り
け
エ
（
見
た
ら
）
、
山
一
面
に

ワ
ラ
ビ
が
、
お
が
っ
て
だ
（
生
え
て

い
た
）
ん
だ
ど
。

　
金
や
米
だ
ど
、
使
っ
た
り
、
食
っ

た
り
す
っ
と
な
ぐ
な
る
が
、
ワ
ラ
ビ

は
、
毎
年
の
よ
う
に
、
お
が
っ
て
（
生

え
て
）
く
る
ん
だ
ど
。

　
ほ
う
し
て
、
百
姓
は
、
毎
年
、
ワ

ラ
ビ
は
売
っ
て
、
大
金
持
に
な
っ
た

ん
だ
ど
。
こ
ん
で
、
お
し
ま
い
。

　
　
市
長
日
誌
　
④
　
　
鈴
木
孝
廊

一
月
十
九
日
　
白
石
う
ー
め
ん
協
　
　
二
月
二
日
　
臨
時
市
議
会
、
白
石

同
組
合
総
会
を
終
え
て
市
民
会
館
で

佐
藤
勝
子
さ
ん
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ

ー
ド
吹
込
み
祝
賀
会
に
出
席
。

　
一
月
二
十
一
日
　
仙
南
信
用
金
庫

で
白
石
ユ
ネ
ス
コ
協
会
総
会
に
出
席

　
一
月
二
十
四
日
　
越
河
公
民
館
落

成
式
に
出
席
、
あ
と
か
ら
出
来
る
も

の
ほ
ど
立
派
だ
と
い
う
感
じ
が
し
た
。

　
一
月
二
十
七
日
　
仙
南
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
会
議
に
出
席
、
消
防

署
の
打
ち
合
せ
を
終
る
。

　
一
月
一
一
十
八
日
　
小
原
温
泉
か
つ

ら
や
で
白
石
青
果
商
協
同
組
合
の
設

立
総
会
に
出
席
。

　
一
月
二
十
九
日
　
白
石
川
を
守
る

会
と
一
緒
に
水
資
源
問
題
に
つ
い
て

知
事
に
陳
情
、
知
事
の
了
解
を
得
た
。

　
一
月
三
十
一
日

営
協
議
会
に
出
席
。

白
石
保
健
所
運

　
一
一
月
一
日
　
総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
任
命
、
全
員
再
任
と
す
る
。

市
公
設
卸
売
市
場
の
件
を
提
案
す
る
。

　
二
月
三
日
　
二
日
会
総
会
。

　
二
月
五
日
　
白
石
市
文
化
協
会
常

任
理
事
と
対
談
す
る
。

　
二
月
六
日
　
臨
時
市
議
会
本
会
議

終
る
。
白
石
市
地
方
卸
売
市
場
条
例

決
る
。

　
二
月
七
日
　
県
庁
に
て
都
市
計
画

予
算
を
要
求
す
る
。

　
二
月
八
日

学
の
閉
講
式
、

め
る
。

通
信
講
座
、
奥
様
大

主
婦
の
勉
強
会
を
ほ

，
二
月
十
日
　
宮
城
県
知
事
と
会
い

予
算
に
つ
い
て
了
解
を
得
る
。

　
二
月
十
一
日
　
日
の
丸
会
総
会
に

出
席
、
あ
ま
り
集
ま
ら
ず
残
念
。

　
二
月
十
三
日

音
様
落
慶
式

火
葬
場
納
骨
堂
観

　
二
月
十
七
日
　
札
幌
白
石
区
の
代

表
者
来
市
、
話
し
合
い
を
行
な
う
。
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望
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村

郎

縄
な
い

　
今
で
は
、
こ
の
地
方
で
も
、

を
な
う
人
も
少
な
く
な
っ
た
が

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝呂　　　　　　　　　　　　　　　　　罵　　　　　　　　　　　　　　　　偶　　　　　　　　　　　　　　　三コ　　　　　　　　　　　　　　＝三二　　　　　　　　　　　　　＝墨　　　　　　　　　　　　墨　　　　　　　　　　　凋　　　　　　　　　　＝＝　　　　　　　　　＝　　　　　　　　‘司　　　　　　　＝墨　　　　　　冨冨　　　　　冨翫　　　　罰　　　置　　凱　澱置

な
わ

や
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
昔
は
ど
こ
の
農
山
村
で
も
、
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
わ
り

い
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
夜
業
に
、
な
わ

曳宿

蓉艮

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

な
い
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方

で
な
っ
た
な
わ
に
は
、
大
体
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
こ
で
な
わ
。
直
経
一
分
か
ら
一
分

五
厘
。
俵
の
編
み
な
わ
、
壁
な
わ
、

莚
の
縦
な
わ
な
ど
は
、
こ
の
な
わ
で

あ
る
。

　
中
な
わ
。
直
経
二
分
八
厘
か
ら
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ド
め
ん

分
ぐ
ら
い
。
主
に
炭
俵
と
温
麺
の
荷

作
り
な
わ
で
あ
る
。

動

　
太
な
わ
。
直
経
三
分
五
厘
ぐ
ら
い

は
せ
（
稲
架
）
結
い
な
わ
、
俵
結
い

な
わ
、
か
が
り
な
わ
（
俵
ぼ
っ
ち
を

仕
付
け
る
な
わ
の
こ
と
で
、
俵
ぼ
っ

ち
を
か
が
る
と
い
う
）
な
ど
で
あ
る

　
荷
な
わ
。
直
経
五
分
か
ら
六
分
ぐ

ら
い
。
こ
れ
は
、
み
す
ぐ
り
（
三
つ

よ
り
を
合
わ
せ
て
つ
く
る
）
な
わ
で
、

稲
や
炭
俵
な
ど
を
背
負
う
と
き
に
使

っ
た
な
わ
で
あ
る
。

　
　
俳
壇
鈴
木
貞
二

朝
の
日
を
あ
つ
め
て
部
屋
の
障
子
貼
る

（
評
）
朝
の
う
ち
の
濃
い
日
が
部
屋
の
障
子
に
当
た

　
　
　
っ
て
明
る
い
。
新
し
い
障
子
を
貼
り
替
え
て

　
　
　
ゆ
く
と
、
更
に
明
る
く
な
る
。

石
蕗
の
花
咲
き
大
虻
の
ど
こ
か
ら
か
　
山
田
か
く
子

雑
煮
鍋
子
ら
囲
み
い
て
膝
ね
く
し
　
　
小
野
嘉
津
子

　
も
ど
つ
（
も
と
ち
）
。
直
経
七
分
ぐ

ら
い
。
荷
な
わ
の
一
種
で
、
牛
馬
の

葎
鞭
に
付
け
る
な
わ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
牛
馬
を
使
っ
て
朝
刈
り
草

を
運
ぶ
と
き
や
、
稲
運
び
の
と
き
に

も
使
っ
た
。

　
以
上
の
縄
も
、
こ
れ
か
ら
十
年
、

二
十
年
と
た
つ
と
、
な
う
人
が
な
く

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
や
ぶ

　
　
　
　
　
わ
ら
じ

き
の
屋
根
や
草
軽
と
同
じ
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

選
　
　
置

歌
　
　
壇
　
　
　
　
　
川

目
を
と
じ
て
陽
だ
ま
り
に
猫
は
憩
ひ
け
り
こ
の
ひ
と

と
き
の
小
春
日
和
に
　
　
　
　
　
　
結
城
絹
子

氷
雨
降
る
さ
庭
は
昼
も
暗
く
し
て
八
ツ
手
の
花
の
く

っ
き
り
と
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

つ
つ
が
な
く
今
日
も
職
場
を
は
な
れ
来
ぬ
暗
き
流
れ

に
寒
月
ゆ
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

炭
火
た
き
鉄
び
ん
の
湯
た
ぎ
り
ゐ
る
想
ひ
出
ふ
か
き

こ
の
楠
木
火
鉢
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

片
腕
と
た
の
み
し
友
の
葬
儀
の
日
涙
に
む
せ
ぴ
弔
辞

読
み
得
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
巻
沙
記
子

股

ハ

兵
　
三
　
選

淡
雪
に
包
ま
れ
し
女
あ
で
や
か
に
初
春
の
気
配
を
持

ち
て
訪
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

松
に
梅
苔
に
干
両
菊
を
添
え
無
事
に
迎
え
し
今
宵
年

の
瀬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

新
し
き
畳
が
日
差
し
に
匂
ひ
ゐ
て
母
は
静
か
に
座
り

在
ま
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
千
代
子

ふ
か
ぶ
か
と
ビ
ロ
ー
ド
厚
く
包
み
こ
む
水
晶
の
如
く

心
冴
え
て
ゐ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
可
次

紅
の
蝶
舞
い
立
つ
如
く
咲
き
き
そ
う
シ
ク
ラ
メ
ン
の

鉢
花
妹
が
買
ふ
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
佐
藤
朝
夫

湯
豆
腐
の
お
ろ
し
に
ん
に
く
風
に
き
く

竹
そ
り
を
作
り
て
子
ら
は
雪
待
て
り

小
春
日
和
に
堆
肥
積
み
く
農
婦
か
な

小
豆
粥
亡
夫
に
供
へ
小
正
月

女
わ
れ
厨
に
こ
も
り
去
年
今
年

畑
に
焚
く
ど
ん
ど
小
さ
く
消
之
に
け
り

餅
花
の
鯛
の
し
づ
か
に
向
き
替
は
る

日
下
ぐ
ん

村
上
静
枝

阿
部
み
さ
子

三
橋
扇
狂

野
口
直
子

伊
藤
千
秋

選
者
吟

冒躍－　　　　　　　擶　　　　　　置　　　　　＝罰　　　隔　国胤国＝皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

r
距
範
鱒
髄
き
襲
距
鱒
距
聴
匹
随
巨
塾
睦
陸
睦
巨
鮭
畦
睦
巨
巨
E
距
薙
畦
距
巨
巨
区
髄
睡
睦
区
騒
巨
巨
巨
距
巨
巨
髄
陸
聾
畦
聴
聴
騒
騒
巨
聴
睡
距
髄
匹
巨
匹
陸
髄
匹
藝
睦
襲
匹
睦
種
睦
騒
区
睦
畦
距
”
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“

一行事・催しなどを写真で紹介します一

10

第
＝
児
童
館
で

行
な
わ
れ
た
親
と

子
の
工
作
教
室
か
ら

↑
　
お
父
さ
ん
と
｝
緒
の
タ
コ
作
り

⇒
　
女
の
子
は
お
手
玉
作
り

澱

→．
甑

舞寮
℃

“
な
か
な
か
針
が
動
か
な
い
な
あ
1
”

騨
ノ
　
，
必
羅
議

騒
際
罐
繕
繍
、
㌻
．
擁
．

灘
麟、

卿

脳

　
　
、
頓
　
　
弓
墾
憾

　
　
　
擁
灘
薪

編
灘
　
蓋
篶

臨礁、

窯

かしこい

消費者訪問販売の

契約心得力10条

一
　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
目
的
を
確
認

　
す
る
。
ア
ン
ウ
ー
ト
に
協
力
し
て

　
下
ざ
い
と
称
し
て
、
教
材
な
ど
の

　
物
品
を
売
り
つ
け
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

ニ
　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
身
元
を
確
認

　
す
る
。
住
所
、
氏
名
、
会
社
名
、

　
電
話
番
号
な
ど
万
『
解
約
、
返
品

　
し
た
く
て
も
身
元
不
明
で
は
出
来

　
ま
せ
ん
。

三
　
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
よ
く

　
考
え
る
こ
と
。

　
不
要
の
時
は
、
は
っ
き
り
こ
と
わ

　
る
。

四
　
商
品
知
識
の
な
い
者
が
、
す
ぐ

　
飛
び
つ
い
て
買
う
の
は
危
険
で
す
。

　
買
い
た
い
と
思
っ
て
も
そ
の
場
で

　
き
め
ず
に
、
家
族
と
よ
く
話
し
合

　
う
。
市
販
品
と
品
質
、
価
格
を
比

　
べ
て
か
ら
。

五
　
買
う
時
（
契
約
す
る
時
）
は
、

　
消
費
者
の
特
典
ク
リ
ー
ン
グ
オ
フ

　
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
。
（
リ
ー

　
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
）

六
　
す
ぐ
全
額
現
金
を
支
払
っ
て
、

　
し
ま
う
と
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
適

　
用
が
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

七
　
安
易
に
印
を
お
さ
な
い
こ
と
。

　
契
約
書
の
文
面
を
自
分
で
よ
く
読

　
み
、
内
容
を
納
得
の
上
で
捺
印
す

　
る
こ
と
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
説
明

　
だ
け
で
押
さ
な
い
こ
と

八
　
契
約
文
書
、
頭
金
な
ど
の
受
領

　
書
は
、
保
存
す
る
こ
と
。

九
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
泣
き
寝

　
入
り
し
な
い
で
業
者
と
話
し
合
う

　
こ
と
。

十
　
解
決
し
な
い
時
は
、
市
町
村
や

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

　
こ
と
。

　
　
　
気
軽
に
ご

　
市
役
所
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
の

相
談
の
ほ
か
、
各
種
の
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
業
務
の
な
か
で
今

回
は
人
権
擁
護
相
談
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相

　
人
権
擁
護
相
談

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ

な
い
よ
う
に
た
え
ず
見
守
り
、
侵
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
相
談
相

手
に
な
っ
て
そ
の
救
済
を
図
る
な
ど

ま
た
み
な
さ
ん
の
間
に
正
し
い
入
権

の
考
え
方
を
広
め
た
り
す
る
こ
と
が

主
な
仕
事
で
す
。

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
こ
れ
は
人

権
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

た
場
合
、
あ
な
た
の
近
く
の
人
権
擁

護
員
に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

で’い

す　c
o相

　　談

　　さ

　　れ

　　た

　　と

　　は

味
自
慢

欝
載
舘

幅

太田なか（白

　
ユ
ズ
巻
ダ
イ
コ
ン
（
つ
け
も
の
）

　
材
料
　
大
根
（
太
目
の
も
の
）
中

五
本
、
塩
百
二
十
9
　
酢
（
二
倍
酢
）

四
百
㏄
　
砂
糖
五
百
9
　
ユ
ズ
七
個

　
作
り
方

①
大
根
は
ニ
ミ
リ
薄
さ
に
輸
切
に
し

　
塩
水
に
｝
晩
つ
け
、
水
切
り
す
る

②
ム
シ
・
に
し
ん
な
り
す
る
ま
で
干

　
す
　
約
一
日

③
ユ
ズ
は
皮
を
む
き
、
そ
の
皮
四
ミ

　
リ
位
の
せ
ん
切
り
に
す
る
。

④
干
享
た
大
根
は
ユ
ズ
を
し
ん
に
し

　
て
丸
く
巻
き
、
カ
メ
に
押
し
つ
け

　
る
。
上
記
材
料
を
カ
メ
に
入
れ
、

　
押
し
を
し
て
お
く
。

所言炎目ヰ

相
　
談
　
区
　
分

人
権
擁
護
相
談

行
　
　
政
　
　
相
　
　
談

生
　
　
活
　
　
相
　
　
談

社
会
保
険
相
談

高
令
者
職
業
紹
介

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

税
　
　
務
　
　
相
　
　
談

消
費
生
活
相
談

切
秘
密

談
を

　
人
権
例
（
酷
使
、
虐
待
、
私
的
制

裁
、
差
別
待
遇
、
名
誉
、
信
用
、
宗

教
の
自
由
、
労
働
権
、
住
居
の
安
全

等
に
対
す
る
侵
犯
、
強
制
、
圧
迫
）

結
婚
、
離
婚
、
親
子
、
扶
養
、
相
続

戸
籍
、
借
地
借
家
、
損
害
賠
償
、
農

地
、
登
記
、
雇
庸
、
交
通
事
故
、
法

律
扶
助
制
度
に
よ
る
手
続
等
で
す
。

　
相
談
日
は
毎
月
五
日
（
当
日
日
曜

祭
日
の
場
合
は
翌
日
）
市
役
所
で
開

設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
宅
相
談
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
貝
（
敬
称
略
）

村
上
智
雄
　
白
石
市
宇
南
寺
前
二
の

　
　
　
　
　
十
　
盈
五
～
二
八
四
三

高
橋
信
治
　
白
石
市
字
長
町
四
一
の

　
　
　
　
　
五
　
盈
五
～
四
二
〇
九

飯
塚
　
寅
　
白
川
小
奥
字
表
前
七
三

　
　
　
　
　
の
一
智
七
～
二
二
四
三

家
納
喜
代
子
　
白
川
津
田
字
小
路
南

　
　
　
　
　
四
五
岱
七
～
二
〇
二
四

小
片
良
夫
　
白
石
市
字
番
丁
四

　
　
　
　
　
　
　
盈
五
～
〇
五
〇
一

相
　
談

日

55
5
．
5
．
6

　
1
　
　
　
2

22
6
・
2
0

216268

毎
週
水
木
金

時

問

10

時
　
　
1
2
時

10

時
　
　
1
2
時

10

時
　
　
1
2
時

9
時
3
0
分
ー
1
5
時

10

時
　
　
M
時

13

時
　
　
1
4
時

13
時
3
0
分
ー
1
4
時
3
0
分

13

時
　
　
1
4
時

10

時
　
　
1
6
時

9
時
　
　
1
4
時

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

市
　
　
役
　
　
所

市
　
　
役
　
　
所

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
福
祉
事
務
所

白
川
公
民
館

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

11



ぺ
づ
ゑ
　
ゆ
ぷ

郵
漉
礁
薫

藤
灘
饗
灘

．

い
轄

黎
磁

豚
ヂ
五

約
鎗
蜘

喚
嵐
繋
激

鞍
　
　
髪
　
　
、

　
碇
募
秦

事
馨

麟
煮

瞬激
纒1

を納めるだけでなく、加算税など

も納めなければならないことにな

りますので、忘れずに正しい申告

をして下さい。

を受けるため、ご協ガください。

77歳以上の方に市敬老金を

税の窓口

お　　　固定資産課税台帳の

し　　　　縦覧期間について

ら地方税法第415号の規定による

せ固定資産課税台帳の縦覧期間は例

板年3月1日から3月20まで行っ

　ておりましたが昭和54年度は地方

　税法の改正が確定していないので

　　4月に繰r）下げることになります。

　　なお縦覧期間にっいては4月発

　行の広報紙に掲載します。

　所得税の申告と納税は3月15日まで

　　所得税の確定申告期限は3月15

　　日ですが、もうおすみでしょうか。

　期限間近になりますと税務署は大

　変混雑しますから、早めに申告を

おおすませください。

し　　申告書の書き方については「申

ら告書9書きかた」や「確定申告の

せ手引き」などに説明してあります

板が・もっと詳しく知りたいときや、

　よく分からない点については、お

　気軽に税務署にご相談ください。

　　税務署では、所得や税金の計算

　方法、申告書の書き方などについ

　ての相談に応じています。

　　所得税の確定申告とは、1年間

　の所得とその税金を計算し．て申告

　し納税する手続です。

　　申告しなければならない人が申

　告をしなかったり、誤った申告を

　したりしますと、後で不足の税金

国民年金

　4月から保険料が変ります

　国民年金を支払う費用は、加入

者のみなさんが納めた保険料の積

立金とその利子、及び国の負担に

よって賄われていますが、このう

ち財源の中心になるのは保険料で

す。したがって物価上昇により、

毎年、年金額が増えていけばそれ

に伴って、保険料の引き上げは、

やむをえないことになります。

　たとえば現在、25年加入した

方が65歳から受ける年金を支払

うためには、1カ月6千5百円の

保険料が必要です。

　しかし、実際の保険料は、国民

年金に加入している方の職業が多

種多様なうえに所得も様々である

こと、また、時期によって負担す

る保険料に大きな格差が生じるこ

とは好ましくない等の理由から、

低い額から出発して徐々に引き上

げ、長期問でバランスをとるとい

う方法がとられています。

　現行1カ月2千730円の保険

料が54年4月分から3千3百円
に改定されます。みなさんの負担

も重くなト）ますが、より良い年金

　本月1月1日現在で、77歳以上

（明治34年12月31日以前の出生者）

　　　　　　　　　　　　　　　おの方で、白石市に引き続き1年以
　　　　　　　　　　　　　　　し上居住している方に贈呈します。

　　　　　　　　　　　　　　　り〉敬老金の額　年額5千円
　　　　　　　　　　　　　　　せ〉持参するもの　通知書　印鑑。
　　　　　　　　　　　　　　　板
〉受　領　代理人でもよい。

〉その他　通知書は4凋．1日付で

発送しますが、該当される方で、

通知がない場合は、福祉事務所、
出張所、分室に問い合せくださレ、．1’

◎支給日及び場所

支給日

4

月

10

日

地区名

白　石

越　河

斎　川

大　平

大鷹沢

白　川

福　岡

小　原

時　間

9～15

〃

場所
市役所市民課

越河出張所

斎川出張所

大平分室

大鷹沢出張所

白川出張所

福岡分室

小原出張所

お
し
ら
せ
板

保険栄養教室

　保健栄養の基礎知識を習得する

ための保健栄養教室受講生を募集

します。

〉受講資格　18歳以上の女子市民

〉受講料　無料（ただし材料費実

　費個人負担〉

［＞募集人員　40名

〉申込み　3月10日～3月31日ま

　で市役所衛生課

執
念
の
家
譜
　
　
　
　
永
井
蕗
子

に
ぎ
や
か
な
未
来
　
　
筒
井
康
隆

マ
ン
ボ
ウ
博
士
と
怪
人
マ
ブ
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
北
杜
夫

影
絵
　
　
　
　
　
　
宮
尾
登
美
子

　
子
供
の
本

少
年
た
ん
て
い
ブ
ラ
ウ
≧
二
巻

　
　
　
　
　
ド
ナ
ル
ド
・
ソ
ボ
ル

い
て
座
の
少
女
　
　
　
中
尾
　
明

少
女
ア
ン
ネ
　
ー
そ
の
足
跡
I

　
　
　
　
E
・
シ
ユ
ナ
ー
ベ
ル

か
こ
さ
と
し
・
か
ら
だ
の
本

　
　
　
　
　
　
　
か
こ
さ
と
し

コ
ノ
ベ
リ
ア
　
　
　
　
ホ
フ
マ
ン

尾北マ筒永庄わ高・
　　ブ井井司け田中田本堂店

　　隆子薫

図
書
は

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

著
作
権
法
　
　
　
　
　
尾
中
普
子

自
殺
信
仰
　
　
マ
ー
シ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ル
ダ
フ
外

日
本
宗
教
事
典
　
　
　
村
上
重
良

北
一
輝
論
　
　
　
　
　
松
本
清
張

古
文
書
の
基
礎
知
識
　
若
尾
俊
平

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
冒
険
行
　
青
木
成
夫

日
本
人
材
論
－
指
導
者
の
条
件
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
田
雄
次

近
代
み
や
ぎ
の
歩
み
　
佐
々
　
久

ガ
ン
と
杏
の
タ
ネ
　
ミ
カ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
バ
ー
ド

知
ら
な
か
っ
た
患
者
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
美
智
雄

続
・
お
ば
あ
ち
や
ん
の
知
恵
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
井
い
ね

手
袋
人
形
　
　
　
　
　
高
田
千
鶴
子

病
害
虫
退
治
早
わ
か
り

　
　
　
　
ー
症
状
別
・
植
物
別
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
道
雄

花
に
関
す
る
五
十
章
　
小
原
豊
雲

自
伝
・
津
軽
三
味
線
ひ
と
り
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
竹
山

宮
城
の
釣
場
百
景

　
　
　
　
　
仙
台
地
図
の
店
発
行

中
国
名
言
集
　
　
　
　
藤
堂
保
明

日
本
語
の
愉
し
み
　
　
楠
本
献
吉

墨
い
ろ
　
　
　
　
　
　
篠
田
桃
紅

ブ
ラ
リ
ひ
よ
う
た
ん
上
・
中
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
保

ぼ
く
か
猫
語
を
話
せ
る
わ
け

なみ

のん

図

書

館

■3

〉受講場所　白石健康センター

　その他詳しくは市役所衛生課

白石市史第4回配本
（第1巻通史）の頒布

　かねてご予約いただきました白

石市史全5巻のうち第4回配本分

「第1巻通史」を配本いたします

からお受け取｝）下さい。

〉頒布月日　3月22日～3月30日

　まで市役所市民課窓口で取扱い

　ます。ただし土曜日の午後、日

　曜日、祭日は除きます。なお上

　記期間以降は、市役所総務課で

覧取扱います。

〉頒布代金　1部5千円

〉住宅名　市営緑が丘アパート

［＞募集戸数　13戸

〉家賃及び型式　月額1万8千円

　3DK
〉受付期間　随時（ただし日曜祭

　日と土曜日の午後は除く）

〉受付場所及び申込み用紙

　市役所建設課

その他の申込み方法について詳し

くは建設課住宅係（費5～2111内

線242）お問い合せ下さい。

電話工事実施のお願い

バトミントン教室

　冬期間の体力づくりとしてバト

ミントン教室を行います。気軽に

参加してみませんか。はじめての

人も勧迎いたします。

〉日時　3月13日（火）14困15休）16働

　　　　18時～21時まで

［＞場所　市民会館

〉対象　一般成人

〉申込　市教育委員会

　くわしくは社会教育課費5～2

111内線411へ

　管内の電話線路が行きづ’まり、

電話をおつけできない地域が出て

きましたので、工事を実施する事

になりました。工事の内容は道路

に新しくマンホール、ハンドホール

ルを作り、これをつなぐ鉄管を埋

設し、その後の電話のケーブル線

をその管の中を通すというもので

す。このため皆様方のお宅の前の

道路を堀るようになりますので、

工事の事情をご理解いただいて、

協力賜わるようお願い申し上げま

す。その他工事等について、お気

づきのことや、ご迷惑をお掛けす

るようなことがございましたら白

石電報電話局（溶5～2300）
に御連絡下さい。

市営住宅入居者募集 国鉄コンテナのご利用を

　白石市緑が丘団地市営アパート

入居者を募集します。

　住宅の概要

　3月から4月の時期は、転勤、

就職、入学などで地方都市に引越

しされる場合、荷傷や紛失などの

まず届出ましょう土地の売買
　取引きする土地の広さがまとめ

て次の面積になる場合は、契約を

する前に届出が必要です。

1届鞭魏驚1。1。儲

2届出書は市役所に提出

3届出書は市から県に送られる。

4知事は取引される土地の価格や

利用方法が妥当であれば取引に

　異議がない旨の通知を行う。

5知事は取引に問題があると認め

　れば、土地利用審査会の意見を

　聴いて取引の中止や価格の引下

　げなどの勧告を行う。

心配がなく、輸送が早くて的確な

国鉄コンテナをご利用ください。

〉コンテナ利用のメリット

（1）トラックと同様に戸口から積込

　めます。

（2〉戸口で取卸しができます。

（3）積み替えなしの直送です。

　詳細は次の場所へ

　国鉄白石駅（盈5～2411）
仙台鉄道管理局貨物営業センター

（費64～2388）

入学記念に簡易保険を

　新入学児童をもつご家庭では何

かと準備にお忙しいことでしょう。

近年教育の傾向をみますと、男女

とも高校、大学への進学する人が

増加しそれに併う教育費も多額に

なってお1）社会的にも大きな関心

をもたれてお｝）ます。そこで早い

うちから学資金づくりに最適な郵

便局の学資保険を入学記念として

ご加入くださるようお勧めいたし

ます。

　学資保険の特長

［＞大学、高校進学コースがあり、

　進学時に満期になります。

［＞契約者（親）に万一のことがあ

　った場合は毎月の払込みは免除

　さ判保険金は約束どうり支払わ

　れます。

〉病気やケガで入院した場合も保

　険金が支払われます。

詳しくは、保険外務員または郵便

局でおたずね下さい。

働く婦人の家

　美容と健康のために、美容体操

と卓球大会を行います。ふるって

参加下さい。

〉日時　3月10日　午後1時から

〉場所　働く婦人の家

〉持参品　トレーニング用具
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三種混合定期
　　　　　予防接種

　ジフテリア、百日咳、破傷風（三

種混合）の定期予防接種（第二期）

をおこないます。この予防接種は

予防接種法に基づいて実施するジ

フテリア、百日咳と保護者の不安

が著しい破傷風の予防接種を同時

におこなうものです。

1　期日　3月9日圏
2　場所と時間　市民会館

　　　　13時30分～14時30分

3料金無料
4　接種するお子さん

昭和50年4月1日～同9月30日

までの出生者で前回の接種日にで

きなかったお子さん

3月健藁力乙ク皇ク瘍弩』
日

1

5
〃

6
〃

7

〃

8
12

〃

13

〃，

14

15

〃

”

22

26

〃

27

28

〃

”

区　　分

3ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
1才6ヵ月児健診

6ヵ月児健診

談相康健

妊婦教室
6ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室
3才6ヵ月児健言今

12ヵ月児育児相談

健康相談
妊婦教室

受付時問
12：40～12：50

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14二〇〇

12：40～12：50

9＝30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13＝00～14；00

12時30時間厳守

12二40～12：50

9；30～11：30

13：00～14：00

12　：40～12　：50

9：30～11　：30

13：00～14：00

12：30～13：00

13：00～13110

9：30～11：30

13：00～14＝00

対象地区

全地区
白石地区

〃

越河地区

〃

大鷹沢地区

〃

全地区
大平地区

〃

白川地区

〃

全地区
白石以外

小原地区

〃

白石地区

斎川地区

〃

全地　区

〃

福岡地区

〃

場　　所

市民会館
女子休憩室

〃

越河公民館
〃

大鷹沢公民館

〃

市民会館
大平公民館

〃

白川公民館
〃

市民会館
市民会館
小原公民館

〃

市民会館
斎川公民館

〃

市民会館
〃

福岡公民館
〃

備　　考
53　11　91ゑ．f

53．11，9
　～12，8

53，9

53，9

53．9

50，9

53，3

4月

日

2
’ノ

3

〃

5

9
〃

区　　分

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室

受付時間
9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11　：30

13：00～14：00

12：40～12：50

9：30～11：30

13：00～14：00

対象地区

白石地区

〃

越河地区

〃

全地区
大平地区

〃

場　　所

白石市役所
〃

越河公民館
〃

市民会館
大平公民館

〃

備　　考

53．12．
一54．　．5

5
して当日持参して下さい。（2）母子

手帳も持参して下さい。（3）身体に

異常がある場合、接種前にかかり

つけの医師の診断をうけるなどの

処置をとって下さい。（4）破傷風の

接種を希望しない場合、事前に市

衛生課にご連絡下さい。（5）今回で

きないお子さん。〔イ）第一期を一回

しか接種しないお子さん。（ロ）53年

3月以降に第一期の接種をしたお

子さん。

麻しん（はしか）予防接種

　はしかは幼児にとっては重篤な

感染症で肺炎などの合併症のほか

後脳炎による後遺症もまれではな

い病気です。

　生後18カ月から72カ月でまた麻

しん（はしか）予防接種を受けた

ことがなく、また罹患したことの

ない幼児で麻しん（はしか）予防

接種を希望される方は市衛生課に

申込んで下さい。

　　　　保

その他（1）問診票は必ず記載

体日急愚当需医
月日

4

11

18

21

25

内　　科

広瀬医院
5－0288

芭　　医院

5－2410

加藤（司）医院

5－2001

引地医院
5－2036

柿崎医院
5－2210

外　　科

刈田病院
5－2145

加藤（大）医院

6－2653

刈田病院
5－2145

朝倉病院
5－2101

銭谷医院
5－2010
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